
激

甚

災

害

適
用
す
べ
き
措
置

平
成
二
十
六
年
八
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
七
月

二
十
八
日
ま
で
の
間
の
地
滑
り
に
よ
る
災
害
で
、
高

知
県
吾
川
郡
仁
淀
川
町
の
区
域
に
係
る
も
の

法
第
五
条
及
び
第
二
十
四
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で

に
規
定
す
る
措
置

平
成
二
十
六
年
八
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
一
月

二
十
日
ま
で
の
間
の
地
滑
り
に
よ
る
災
害
で
、
高
知

県
高
岡
郡
津
野
町
の
区
域
に
係
る
も
の

平
成
二
十
七
年
九
月
七
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
七
月

十
一
日
ま
で
の
間
の
地
滑
り
に
よ
る
災
害
で
、
静
岡

県
藤
枝
市
の
区
域
に
係
る
も
の

平
成
二
十
七
年
十
二
月
十
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
九

月
三
十
日
ま
で
の
間
の
地
滑
り
に
よ
る
災
害
で
、
徳

島
県
美
馬
郡
つ
る
ぎ
町
の
区
域
に
係
る
も
の

平
成
二
十
八
年
四
月
六
日
及
び
同
月
七
日
の
豪
雨
に

よ
る
災
害
で
、
長
野
県
北
安
曇
郡
小
谷
村
及
び
高
知

県
安
芸
郡
北
川
村
の
区
域
に
係
る
も
の

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
九
日
か
ら
十
月
三
十
一
日

ま
で
の
間
の
地
滑
り
に
よ
る
災
害
で
、
徳
島
県
三
好

市
の
区
域
に
係
る
も
の

附
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こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

総
務
大
臣

山
本

早
苗

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

農
林
水
産
大
臣

山
本

有
二

平成年月日 金曜日 第号官 報

平
成
二
十
八
年
六
月
六
日
か
ら
七
月
十
五
日
ま
で
の
間
の
豪
雨
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て
の
激
甚
災
害
及
び
こ
れ
に
対

し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す
る
政
令
及
び
平
成
二
十
八
年
九
月
十
七
日
か
ら
同
月
二
十
一
日
ま
で
の
間
の
暴
風

雨
及
び
豪
雨
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て
の
激
甚
災
害
並
び
に
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す
る
政
令
の
一

部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
九
年
三
月
十
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
三
十
二
号

平
成
二
十
八
年
六
月
六
日
か
ら
七
月
十
五
日
ま
で
の
間
の
豪
雨
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て
の
激
甚
災
害
及
び
こ
れ

に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す
る
政
令
及
び
平
成
二
十
八
年
九
月
十
七
日
か
ら
同
月
二
十
一
日
ま
で

の
間
の
暴
風
雨
及
び
豪
雨
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て
の
激
甚
災
害
並
び
に
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定

に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
激
甚じ

ん

災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
号
）

第
二
条
第
二
項
、
第
三
条
第
一
項
、
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定

す
る
。

（
平
成
二
十
八
年
六
月
六
日
か
ら
七
月
十
五
日
ま
で
の
間
の
豪
雨
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て
の
激
甚
災
害
及
び
こ
れ
に

対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

平
成
二
十
八
年
六
月
六
日
か
ら
七
月
十
五
日
ま
で
の
間
の
豪
雨
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て
の
激
甚
災
害
及
び
こ

れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
八
年
政
令
第
二
百
八
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
表
中
「
並
び
に
宮
崎
県
西
臼
杵
郡
五
ヶ
瀬
町
」
を
「
、
宮
崎
県
東
臼
杵
郡
諸
塚
村
及
び
西
臼
杵
郡
五
ヶ

瀬
町
並
び
に
鹿
児
島
県
鹿
児
島
郡
十
島
村
」
に
改
め
る
。

（
平
成
二
十
八
年
九
月
十
七
日
か
ら
同
月
二
十
一
日
ま
で
の
間
の
暴
風
雨
及
び
豪
雨
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て
の
激
甚

災
害
並
び
に
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

平
成
二
十
八
年
九
月
十
七
日
か
ら
同
月
二
十
一
日
ま
で
の
間
の
暴
風
雨
及
び
豪
雨
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て
の

激
甚
災
害
並
び
に
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す
る
政
令（
平
成
二
十
八
年
政
令
第
三
百
三
十
六
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
表
中
「
鹿
児
島
県
垂
水
市
」
を
「
高
知
県
幡
多
郡
三
原
村
及
び
鹿
児
島
県
垂
水
市
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

総
務
大
臣

山
本

早
苗

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

国
土
交
通
大
臣

石
井

啓
一

平
成
二
十
八
年
等
に
お
け
る
特
定
地
域
に
係
る
激
甚
災
害
及
び
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す
る
政

令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
九
年
三
月
十
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
三
十
三
号

平
成
二
十
八
年
等
に
お
け
る
特
定
地
域
に
係
る
激
甚
災
害
及
び
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す

る
政
令

内
閣
は
、
激
甚じ
ん

災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
号
）

第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
災
害
を
激
甚じ
ん

災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下「
法
」

と
い
う
。）第
二
条
第
一
項
の
激
甚
災
害
と
し
て
指
定
し
、
当
該
激
甚
災
害
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
を
同
表
の
下
欄
に

掲
げ
る
と
お
り
指
定
す
る
。

計
量
法
関
係
手
数
料
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
九
年
三
月
十
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三


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